
36巻3号 (1984.3)

退 官 記 念 講 演

生 産 研 究 131

UDC539.42.011:06.053.52

破壊と安全の谷間と嶺を歩いて
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HideoKITAGAWA

左手にはアカデミックな課題 "破壊〝が高くそそり立ち,右手にはプラティカル要求 "安全〝が

険しくそびえ立つ.その間の長い深い谷間道を昇り抜け,しだいにその左右を一眺に望む尾根伝

いまで,私達の科学･技術- 疲労･環境･破壊力学･信頼性,･-‥- の歩いた道,その歴史

的背景と感激,課題と方法と仲間達,そしてなによりも,私達の研究の楽しさと妙味について語

る. (昭和58･3･23,北川英夫教授東大退官記念講演)

1. は じ め に

東京大学退官記念講演に当たり,この場をおかりしま

して,初めに一言,皆様に私の感謝の気持を申し述べさ

せていただきたいと存じます.ほんとうにいろいろとあ

りがとうございました.東大には,32年在職させていた

だきましたが,振りかえって今,率直に,私は幸せであ

ったとしみじみ思っております.

学術的にも価値があり,社会的にも意義があり,そう

して自分自身も面白い,楽しい,好きだと思う仕事にめ

ぐり合い,長い間それにずっと専念させていただいたの

であります.本来はこちらからお払いしなくてはならな

いのに,反対に俸給をいただいて好きな研究を楽しんで

きたわけで,感謝のほかございません.このようなこと

を許し暖かくサポートしてくださった生産技術研究所の

皆様,東京大学の皆様を始めとした,内外の多くの皆様

に対し心から御礼申し上げます.

また,私は,幸いに多くの卓抜した先輩 ･指導者と,

多くのすぐれた共同研究者に恵まれました.これからご

紹介しますように,今になって総括してみますと,一見,

きわめて多方面のたくさんの仕事をやってきたものと感

じられないでもありませんが,それも,"私〟の仕事では

なく "私達〝の共同の仕事の成果であります.二れら私

達の仕事は,幸いにも,また,所内外 ･大学内外の極め

て多くの方々の物心両面からのご協力やご支援を得て何

とか出来たものでありまして,心から感謝しております.

御礼のご挨拶につづきましてこれから講演に入らせて

いただきます.

2. 破壊とわれ目へ一一契機と始動

科学 ･技術における私のこれまでの人生の大部分は,
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一言で言えば,"われ (クラック)による破壊との対決の

小史〝であり,一面,われの面白さ･不思議さと論理性

に魅せられての恍惚と熱中の連続の小史でもありまし

た.それは,日本が,世界がその同じ問題に関心を持ち

始め,熱中し,普遍化したその歴史と時期を同じくする

ものでありました.

航空機の空中爆発

(スライド省略)

これはもっとも凄惨な破壊事故の一つ,航空機の空中

爆発の例であります.

墜落したコメット機の山積みになった破片の写真

(スライド省略)

空中爆発によって多数の人命を失った有名な航空機事

故で,かつ疲労と破壊の研究史上も特筆すべき事故の一

つは世界最初のジェット旅客機コメット号の事故であり

ますが,これはその破壊し四散した破片を集めたもので,

1機が25万個の破片になったそうです.これは私達の言

葉で言えば,無数のクラックがほとんど同時に縦横無尽

に通過したことを示唆しています.

真二つに切れた船舶ワールドコンコルド号

(スライド省略)

これはぜい性破壊対策の歴史で最も有名な約 1000隻

に及ぶ溶接船のわれの一例で,当時世界最大のタンカー

といわれたワールドコンコルド号(WorldConcord)で

ありますが,普通ではなかなかきれない鋼製の巨体が包

丁で断ち割ったように真っ二つに切れ,われのすさまじ

さをまざまざと示したものです.と同時に,コメットの

時とまったく違うわれのパターンで,われの多様さを示

しています.
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